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テキストボックス
　腫瘍細胞特異的に増殖して細胞を融解するアデノウイルス製剤は、次世代のがん治療薬として期待されている．しかし、アデノウイルス自身に腫瘍特異的なホーミング機能がないことと中和抗体による治療効果の減弱が最大の課題であり、アデノウイルス製剤の腫瘍組織への効率的なデリバリー技術の開発が必要である．本研究では腫瘍細胞特異的に侵入して抗腫瘍効果を発揮する新規ヒトT細胞「HOZOT」をキャリアー細胞としたアデノウイルス製剤のデリバリーモデルを作成し、in vitroとin vivoにおいてその抗腫瘍効果を検証した．アデノウイルス製剤を感染させたHOZOT細胞を腫瘍細胞に投与すると、HOZOT細胞は腫瘍細胞へ遊走して侵入し、腫瘍細胞にウイルスを伝播させて細胞死を誘導した. このウイルス伝播はアデノウイルス中和抗体の存在下でも維持された．さらに、腹膜播種を有するヌードマウスにウイルスを感染させたHOZOT細胞を腹腔内投与すると、腫瘍の増殖を抑制し、生存期間を有意に延長した．HOZOTをキャリアーとした腫瘍融解アデノウイルスによる治療は新たな抗腫瘍療法として有用であることが示唆された．





